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原
発
災
害
に
立
ち
向
か
う
福
島
県
天
栄
村
の
取
り
組
み
に
学
ぶ
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
」
と
、

立
命
館
大
学
附
属
校
教
諭
に
よ
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
１
号
に
引
き
続
き
、

２
号
で
は
、
多
面
的
な
視
点
と
論
理
的
思
考
を
育
む
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
の
授
業
と

演
劇
づ
く
り
を
通
じ
て
多
様
性
の
受
容
と
協
働
を
学
ぶ
「
演
劇
教
育
」
を
紹
介
。

利
他
の
心
と
教
育
の
接
点
を
探
り
ま
す
。

利
他
の
心

　
 

と
   

教
育

志と協働を支え
る「利他の心」を
教育に活かす

2

生
徒
た
ち
が
ロ
ジ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
や
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
を
鍛
え
、

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
論
破
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
、

そ
れ
が
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
だ
と
信
じ
て
い
る
向
き
も
少
な
く
な
い
。

し
か
し
ク
ラ
カ
ン
こ
と
倉
石
寛
教
授
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
観
は
全
く
違
う
。

勝
ち
負
け
を
つ
け
る
た
め
で
は
な
く
、

お
互
い
の
考
え
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
統
合
し
て
い
く
、
対
話
型
の
議
論
こ
そ
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
だ
と
考
え
る
。

今
回
は
、
日
本
史
を
題
材
に
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
教
え
る

ク
ラ
カ
ン
の
授
業
（
２
０
１
５
年
２
月
に
灘
高
２
年
生
に
実
施
）
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

対
談
で
ク
ラ
カ
ン
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
観
を
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
す
。

本
質
的
な「
問
い
」が
、

生
徒
の
思
考
を
始
動
さ
せ
る
。

RITA RITA
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

﹇
ク
ラ
カ
ン
の
灘
高
・
日
本
史
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
授
業
﹈

資
料
の
読
み
方
を
伝
え
る

　

宮
沢
賢
治
の
詩「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」に
は
、

「
寒
サ
ノ
夏
ハ
オ
ロ
オ
ロ
歩
キ
」
と
い
う
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
寒
サ
ノ
夏
と
は
冷
夏
の

こ
と
。
冷
夏
が
東
北
の
人
々
に
与
え
た
影

響
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

　

資
料
１
に
よ
る
と
、
賢
治
の
生
き
た
明

治
・
大
正
〜
現
代
ま
で
の
約
１
０
０
年
の

間
に
、
東
北
で
は
22
回
の
凶
作
、
８
回
の
大

凶
作
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
５
年
に
１

回
は
凶
作
、
10
年
に
１
回
近
く
は
大
凶
作

が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

凶
作
は
連
続
す
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
的

に
は
東
北
の
太
平
洋
岸
・
青
森
・
岩
手
・

宮
城
が
凶
作
の
度
合
い
が
強
い
の
で
す
。

　

資
料
２
は
、
東
北
に
近
い
日
光
御
番
所

日
記
の
記
録
で
す
が
、
天
明
の
大
飢
饉
が

あ
っ
た
１
７
８
１
〜
８
６
年
（
天
明
１
〜

６
年
）
は
、
夏
、
寒
く
て
雨
の
日
が
異
常

に
多
い
。
つ
ま
り
、「
寒
サ
ノ
夏
ハ
オ
ロ
オ

ロ
歩
キ
」
に
対
応
す
る
、
東
北
の
気
候
に

起
因
し
た
凶
作
だ
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
資
料
３
・４
の
餓
死
者
と
人
口
減

に
関
す
る
資
料
に
よ
る
と
、〝
寒
さ
の
夏
〞

に
よ
り
凶
作
が
続
く
と
、
東
北
諸
藩
は
、

数
年
連
続
し
て
米
の
取
れ
高
が
例
年
の
半

分
程
度
に
な
り
ま
す
。
各
藩
で
政
治
経
済

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
、
幕
府
や

他
藩
か
ら
の
救
援
は
期
待
で
き
ず
、
食
糧

不
足
に
よ
り
餓
死
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

議
論
を
方
向
付
け
る

　

大
き
な
問
い
は
、
ど
の
よ
う
な
筋
道
で

考
え
て
い
く
と
い
い
の
か
、
生
徒
た
ち
が

迷
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
補

助
と
な
る
問
い
を
重
ね
て
、
生
徒
た
ち
の

議
論
を
促
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

●
冷
涼
で
雨
の
多
い
夏
を
く
り
返
す
東
北

に
、
米
作
は
向
い
て
い
る
の
か
？

●
で
は
な
ぜ
、
東
北
諸
藩
は
無
理
な
米
作

り
を
続
け
る
の
か
？

●
な
ぜ
寒
冷
地
で
も
作
り
や
す
い
、
そ
ば

や
麦
・
粟
や
稗
を
作
ら
な
い
の
か
？

解
答
例
を
紹
介
す
る

　

幕
藩
体
制
は
〝
米
遣づ

か

い
の
経
済
〞。
各

藩
は
、
流
通
力
の
あ
る
米
を
江
戸
・
大
坂

で
売
却
し
て
参
勤
交
代
や
江
戸
滞
在
の
費

用
を
賄
い
ま
す
。
従
っ
て
、
農
地
の
多
く

を
水
田
に
し
て
、
米
の
取
れ
高
を
多
く
す

る
こ
と
が
、
藩
政
の
使
命
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
東
北
の
藩
主
は
飢
饉
の
中
、
藩
内

の
米
（
年
貢
）
を
江
戸
や
大
坂
で
売
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

 

問
い
❶　
課
題
発
見
・
設
定
の
問
い

江
戸
期
、東
北
で
飢
饉
が
度
重
な
り
、

多
く
の
人
が
餓
死
し
た
の
は
な
ぜ
か
？

ク
ラ
カ
ン
の
授
業
は
資
料
と
テ
ー
マ

が
面
白
く
、
深
く
考
え
ら
れ
る
問
い

な
の
で
、
生
徒
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
ま
す
。
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
問
い
で
は
な
く
、
課
題
を
発

見
す
る
問
い
を
投
げ
か
け
る
の
が
、

ク
ラ
カ
ン
の
特
徴
。
史
実
で
は
当
た

り
前
と
な
っ
て
い
る
フ
レ
ー
ム
を
疑

う
問
い
に
よ
っ
て
、
課
題
を
発
見
・

設
定
す
る
力
が
身
に
着
い
て
い
く
と

考
え
て
い
る
の
で
す
。

ク
ラ
カ
ン
は
、
長
期
休
暇
の
際
の
宿

題
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
問
い
を

投
げ
か
け
、
休
暇

期
間
中
に
生
徒
に

考
え
さ
せ
ま

す
。
こ
れ
ら

は
、
そ
の
時

の
生
徒
た
ち

の
回
答
で
す
。

あ
る
程
度
意
見
が
出
た
と
こ
ろ
で
、

ク
ラ
カ
ン
が
議
論
を
方
向
付
け
る
問

い
を
生
徒
に
投
げ
か
け
、
さ
ら
な
る

議
論
へ
と
導
い
て
い
き
ま
す
。
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資料１　東北地方の水稲作の作況指数
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資料２　天明の夏の天気（日光御番所日記より）

人口
餓死
病死
逃亡
絶戸
※18.7万人減（78％）

24万人程度
10.2万人
3.0万人
2.0万人
3.5万人

津軽藩

資料３　各藩の状況

⇨かくてこれらの藩は「藩」ではなくなりつつあった。

48,242人中
16,575人減（32％）

相馬藩

30万人中
6.5万人減（22％）

南部藩

人口
死絶
立去
※死絶・立去で
　2,853人減（40％）

7,184人
1,984人
869人

八戸藩

資料４　飢饉による人口の減少［1721～1846年］（本庄栄治郎氏のデータによる）
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授
業
の
流
れ




